


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































持っていなければならな 。徳川光圀や新井白石はそ 条件を有する数少ない人物であったが、二人が義経と日持を結びつけて考察しているような言説は確認 きない。　
両者に接点を見出したのは、日潮の﹃別頭統紀﹄である。
﹃別頭統紀﹄
には、松前を開闢したのが義経であり、日持はそ に続いた いう認識
－46－
が
示
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
同
書
の「通
別
一
覧
志
」
に
は、
﹃鎌
倉
実
記
﹄
に
引
かれた
「金史別本」
を引用する形で義経の生存説が主張されている。
﹃別
頭統紀﹄は義経入夷説が流布し、渡満説へと発展した享保期に成立してお
り、
義
経
入
夷
説
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
言
え
る。
﹃別
頭
統
紀
﹄
の
こ
う
し
た
認識が明治・大正期に入り、両者を関連させる遠因となったと言えるだろう。
注
︵
1︶ 　
主
な
著
作
に、
佐
野
前
励﹃蓮
華
阿
闍
梨
日
持
上
人
﹄︵長
運
寺、
一
九
一
一
︶。
三
上
義
撤﹃国
士
日
持
上
人
﹄︵政
教
公
論
社、
一
九
一
九
︶。
柿
花
啓
正﹃神
洲
の
精
華
日
持
聖
人
 海
外
遺
跡
探
険
記
﹄︵二
松
堂
書
店、
一九一九︶
。中里右吉郎﹃蓮華阿闍梨日持上人大陸蹈破事蹟﹄
︵蓮永
寺、
一九二六︶
。高鍋日統﹃聖雄日持と豊太閤﹄
︵大日本建国史学会、
一九四二︶
。景山堯雄﹃仏教海外伝道の始祖
　
日持上人伝﹄
︵みのぶ
教
学
財
団、
一
九
五
一
︶。
前
嶋
信
次﹃日
持
上
人
の
大
陸
渡
航
︱
宣
化
出
土
遺物を中心として﹄
︵蓮永寺、一九
七一︶
、同タイトルで誠文堂新光
社から一九八三年にも出版。高橋智遍
﹃日持上人研究﹄
︵獅子王学会、
一九七五︶
。
︵
2︶ 　
佐
々
木
馨「日
持
伝
の
史
的
考
察
︱
謎
の
海
外
伝
道
者
」、
日
本
海
地
域
史
研究会編﹃日本海地域史研究﹄第七輯︵文献出版、一九八五︶所収に
よ
る。
そ
の
他、
佐
々
木
氏
の
日
持
関
係
の
論
に、
「謎
の
海
外
伝
道
者
︱
日蓮宗日持」
﹃北方伝説の誕生﹄
︵吉川弘文館、二〇〇七︶
。「日持伝
と
北
海
道
開
教
」、
松
村
壽
巌
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編﹃日
蓮
教
学
教団史の諸問題﹄
︵山喜房佛書林、二〇一四︶がある。
︵
3︶ 　
明治二十七年は、日持の六五〇年遠忌にあたるとされ、複数の催
しが行われたことが 門報道誌であった
﹃日宗新報﹄
で確認できる。
︵
4︶ 　﹃日
宗
新
報
﹄
五
二
六
号︵明
治
二
十
七
年
四
月
五
日
︶
の「日
持
上
人
事
蹟
演
劇
脚
本
」︵「雑
報
」
内
︶
に
よ
る。
こ
れ
と
は
別
に
福
原
敬
太
郎
氏
は、
「源
義
経
と
僧
日
持
」︵﹃歴
史
公
論
﹄
三
巻
六
号
 頼
朝・
義
経
号、
一九三四
・
六︶の
中で、明治二十四
・
五年頃、北海道の大和座におい
て上演された狂言について、中村雪堂が日持の蝦夷地渡海について「親しく調査しものを土台に、
篠田佐七と云つた狂言作者が、
彼の
「白
縫譚」などの筋を取入れ、脚色」したものと述べている。おそらく﹃日宗新報﹄と同じ舞台の話だろう。年については記憶違いか。
︵
5︶ 　﹃歌舞伎﹄三十一号︵明治三十五年十二月一日︶の「歌舞伎日記」中の「脚本」による。 日については同「興行一覧」による。
︵
6︶ 　「新
狂
言
筋
書
　
市
村
座
一
場
面
　
海
外
布
教
日
持
聖
人
遠
征
記
」︵﹃都
新
聞
﹄
五
三
六
九
～
五
三
八
五
号、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
一
日
～
十
一
月
二十一日︶
。
︵
7︶ 　﹃都新聞﹄五三七三号︵明治三十五年十一月七日︶
。
︵
8︶ 　
中村雪堂述
・
中川春亮記「蓮華阿闍梨日持尊者事蹟︵承前︶
」︵﹃日
宗新報﹄五 四号、明治二十七年三月十五日︶
。
︵
9︶ 　﹃青森市沿革史﹄上︵青森市市史編纂係、一九〇九︶
。
︵
10︶ 　
星野和太郎編
﹃北海道寺院沿革誌﹄
︵時習館
・
聚文堂、
一八九四︶
。﹃祖
書証議論﹄にも「持師ノ猶父ハ西花門院ノ蔵人源ノ行易ナリ」とする説がある。
︵
11︶ 　
鶴
見
祐
輔
﹃〈
決
定
版
〉
正
伝
・
後
藤
新
平
﹄
七
︵
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
︶、
中濃教篤
﹃天皇制国家と植民地伝道﹄
︵国書刊行会、
一九七六︶
参照。
後藤新平については、昭和三年︵一九二八︶にも「日持上人が日本に於ける海外布教の先達で上人の伝記に依つてのみ日本が樺太カムチャッカ等の所有を主張する根拠がある」として、日持上人を偲ぶ席を設けている︵
﹃中外日報﹄昭和三年六月二日、
「開教の先達﹃日
－47－
持﹄を偲ぶ」
︶。
︵
12︶ 　
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編﹃日
蓮
宗
宗
学
全
書
﹄
十
八
 史
伝
旧
記
部
一︵山喜房仏書林、一九六八︶所収。成立年は同全集の「例言」による。
︵
13︶ 　
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編﹃日
蓮
宗
宗
学
全
書
﹄
七
 法
華
宗
部︵山
喜房仏書林、一九六八︶
。
︵
14︶ 　﹃千葉県史料
 中世篇
 本土寺過去帳﹄
︵千葉県、一九八二︶
。同書の
解
説
に
よ
る
と、
十
四
世
紀
後
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
が、
天
正
十
一
年
︵一
五
八
三
︶
に
書
写
さ
れ、
宝
永
四
年︵一
七
〇
七
︶
ま
で
書
き
継
ぎ
が
行
われた。明暦二年︵一六五六︶にも写本がつくられており、宝永四年以降は、明暦本への書き継ぎがなされるようになる。日持の記述は、天正本のみに見られるが、成立時段階からあったのかは不明。
︵
15︶ 　﹃法華霊場記﹄六巻
・
冠部一巻十冊、
文政六年︵一八二三︶
、
大阪
　
河内屋長兵衛刊。立正大学品川図 館蔵︵
A
06/115 ・
144 ︶。
︵
16︶ 　
国
書
刊
行
会
編﹃続
々
群
書
類
従
﹄
三
 史
伝
部︵国
書
刊
行
会、
一九〇六︶所収。
︵
17︶ 　﹃祖
書
証
議
論
﹄、
立
正
大
学
品
川
図
書
館
大
正
六
年
写
本︵
D
o/354 ・
413 ︶。日通︵一七〇二～一七七六︶の﹃祖書証議論﹄巻一に「倫類
録
」
と
し
て
引
用
が
見
ら
れ
る。
「倫
類
録
」
は、
「問
二日
持
上
人
事
跡
一書
」
が引く「扶桑倫類録」と同一の書と思われる。
︵
18︶ 　﹃白
石
先
生
遺
文
﹄
下、
板
倉
勝
明
編﹃甘
雨
亭
叢
書
﹄
七、
安
政
三
年
︵一八五六︶刊に所収。原漢文。
︵
19︶ 　
菊池勇夫「義経﹃蝦夷征伐﹄物語の生誕と機能︱義経入夷伝説批
判」
︵﹃史苑﹄四十二巻一
・
二号、一九八二
・
五︶
。
︵
20︶ 　
加藤靱負
﹃なおりその記﹄
中巻
︵静岡県郷土研究会、
一九二八︶
に「再
建の事を許し玉ひしは、元和元年にして、再建の事をへしは元和四
年といふ」とある。
︵
21︶ 　「宗対馬守義直」とあるのは、
「義真」の誤りとみて訂正した。
︵
22︶ 　﹃国史大辞典﹄八︵吉川弘文館、一九八七︶の「宗義真」
︵荒野泰
典︶の項目参照。
︵
23︶ 　
岩
崎
克
己﹃義
経
入
夷
渡
満
説
書
誌
﹄︵一
九
三
三、
岩
崎
克
己
︶、「快
風
丸渉海紀事」参照。
︵
24︶ 　﹃日蓮宗事典﹄
︵日蓮宗宗務院、一九八一︶の貞松山蓮永寺歴世を
参照。
︵
25︶　
前掲注二十四に同じ。
︵
26︶ 　
金
田
一
京
助「英
雄
不
死
伝
説
の
見
地
か
ら
」﹃ア
イ
ヌ
文
化
志
﹄︵三
省
堂、
一
九
六
一
︶、
初
出
は﹃中
央
史
壇
﹄
十
ノ
二︵一
九
二
五
・
一
︶。
荒
川
久
壽
男「澹
泊
と
白
石
︱
新
安
手
簡
年
次
考
」︵﹃皇
学
館
大
学
紀
要
﹄
十九、
一九八一
・
一︶を参照。
︵
27︶ 　
松前藩の史料を集大成した﹃福山秘府﹄寺院本末部巻之十三によ
ると、
法華寺は大永元年︵一五二一︶の建立で、
承応年中︵一六五二
～一六五五︶
に再興されている。
﹃新撰北海道史﹄
第五巻
　
史料一
︵北
海道庁、一九三七︶参照。
︵
28︶ 　
以
下、
﹃本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
﹄
の
引
用
は、
立
正
大
学
品
川
図
書
館
蔵
︵
A
06/140 ︶の寛政九年版を用いる。
︵
29︶　
冠賢一
﹃六牙院日潮上人遺芳﹄
︵潮
師法縁東京支部、
二〇〇五︶
参照。
︵
30︶ 　
前掲注二十六金田一論文。
︵
31︶ 　
山本勇夫編﹃高僧名著全集﹄十四︹元政上人篇
・
日達上人篇︺
︵平
凡社、一九三一︶
、﹃鷹峰群譚﹄の解説参照。
︵
32︶ 　
以下、
﹃鷹峰群譚﹄の引用は、
立正大学品川図書館蔵︵
A
04/124 ︶、
享保十八年︵一七三三︶版を用いる。
︵
33︶ 　
佐
々
木
氏
は、
前
掲
注
二
論
文︵
「日
持
伝
の
史
的
考
察
︱
謎
の
海
外
伝
道
－48－
者
」︶
に
お
い
て、
日
持
伝
の
出
立
の
地
は、
松
前
説
と
日
達
に
代
表
さ
れ
る
鎮
西
説
に
両
分
さ
れ
て
い
た
と
す
る。
﹃鷹
峰
群
譚
﹄
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿で記したい。
︵
34︶ 　
前掲注十九論文。
︵
35︶ 　
義経生存説に関わる文献を多く収録していた岩崎克己﹃義経入夷
渡
満
説
書
誌
﹄︵一
九
三
三、
岩
崎
克
己
︶
に
も﹃別
頭
統
紀
﹄﹃鷹
峰
群
譚
﹄
は収録されていない。
︵おこのぎとしあき
　
立正大学非常勤講師︶
